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文化公園アートフェスティバル２０１３が７月２６日
（金）から２８日（日）まで、市民文化公園で開催さ
れます。今年で４回目を迎えるこのイベントでは、公
園の様々な場所で演奏やパフォーマンスが披露され、
博物館、サンガーデンなどでも催しが行われます。
また、会場内では出店もあり、グルメなども楽しむこ
とができます。
中央図書館でもアートフェスティバル開催期間中にイ
ベントを開催しますので、ぜひお越しください！

●　中央図書館主催のイベント（一部）
★　青空こどもとしょかん
日時：７月２７日（土）１０時３０分～
会場：市民文化公園（中央図書館前庭）
絵本や紙芝居の読み聞かせや手遊びなどを楽しむイベ
ントです
★　本のばくりっこ市
日時：７月２８日（日）１０時００分～
会場：市民文化公園（中央図書館前庭）
お手持ちの読まなくなった本をお持ちいただき、中央
図書館で準備した本を交換するイベントです
※　イベントの詳細や新たなイベントの告知などにつ
　　いては、中央図書館・図書コーナーなどのチラシ
　　やホームページなどでお知らせします。
※　写真は昨年の様子です。

５月２９日、移動図書館車『とまチョップ図書館号』が
はまなす保育園（字勇払）を訪問しました。通常、勇払
は移動図書館車が巡回していませんが、本に触れる機会
を作り、読書に親しんでもらうために企画されました。
今回、初めての訪問となりました。
２０人ほどの園児が３つのグループに分かれて車内に乗
り込み、嬉しそうに本を眺めていました。本を１人１冊
ずつ借りた後には、車体に描かれたとまチョップを前に
記念撮影。先生方も『とまチョップ図書館号』を初めて
見る方も多く、喜んでおられました。
はまなす保育園の訪問は年５回予定しています。
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文化公園アートフェスティバル２０１３
７月２６日～２８日　開催

はまなす保育園に
とまチョップ図書館号がやってきた！



『アーティストになる基礎知識』美術手帖/編　美術出版社

『できる大人の話のネタ全書』話題の達人倶楽部/編　青春出版社

『ひとりで巻くテーピング』伊藤　マモル/監修　日本文芸社
『ファスナーで楽しむバッグと小物』水野　佳子/著　日本ヴォーグ社

『海外旅行に役立つスマホ術』戸田　覚／執筆・監修　日経BP社

『季節を遊ぶねりきり和菓子』鳥居　満智栄/著　淡交社

『研究発表のためのスライドデザイン』宮野　公樹/著　講談社
『仕事が取れるすごい名刺交換5つの鉄則』福田　剛大/著　学研パブリッシング

『叱らず、問いかける』池上　正/著　廣済堂出版

『世界の国旗ビジュアル大事典』吹浦　忠正/著　学研教育出版

『青年海外協力隊員になるには』横山　和子/著　ぺりかん社
『大人がもう一度はじめる将棋入門』加藤　一二三/著　産経新聞出版

『調べるって楽しい!』大串　夏身/著　青弓社

『鉄道で旅する北海道　1』エムジー・コーポレーション

『馬肉新書』日本馬肉協会/監修　旭屋出版編集部/編　旭屋出版

『シャーロック・ホームズ絹の家』アンソニー・ホロヴィッツ/著　角川書店

『ジュリアとバズーカ』アンナ・カヴァン/著　文遊社

『ソープ・ヘイズルの事件簿』V.L.ホワイトチャーチ/著　論創社

『火葬人』ラジスラフ・フクス/著　松籟社

『死ぬことで』ロジェ・ラポルト/著　書肆山田

『私が日本人になった理由』ドナルド・キーン/著　PHP研究所

『神は死んだ』ロン・カリー・ジュニア/著　白水社

『93番目のキミ』山田　悠介/著　文芸社

『そっと覗いてみてごらん』明野　照葉/著　光文社

『フロム・ミー・トゥ・ユー』小路　幸也/著　集英社

『ぼくがいま、死について思うこと』椎名　誠/著　新潮社

『ミリオンセラーガール』里見　蘭/著　中央公論新社

『ムササビの森のレストラン』甲斐　芳子/著　平凡社

『ゆうじょこう』村田　喜代子/著　新潮社

『映画の話が多くなって』小林　信彦/著　文藝春秋

『往古来今』磯崎　憲一郎/著　文藝春秋

『科学以前の心』中谷　宇吉郎/著.福岡　伸一/編　河出書房新社

『昨夜のカレー、明日のパン』木皿　泉/著　河出書房新社

『小説体脂肪計タニタの社員食堂』田中　大祐/著　角川書店

『童子の輪舞曲(ロンド)』仁木　英之/著　新潮社

『暮れていく愛』鹿島田　真希/著　文藝春秋

『魔女の宅急便』角野　栄子/著　角川書店

『雁渡り』今井　絵美子/著　広済堂出版

『空舟』長谷川　卓/著　角川春樹事務所

『軍神の血脈』高田　崇史/著　講談社

『蔵盗み』輪渡　颯介/著　講談社

『日輪の賦』澤田　瞳子/著　幻冬舎

『恋仏』浮穴　みみ/著　双葉社

『蘖芽吹く』芝村　凉也/著　双葉社

司書 南

海外の長期滞在
に必要な準備、
予算、不動産情

報が収録されています。姉妹
都市ネーピアを訪れるきっか
けにしてはいかがでしょうか。

カラフルな刺

繍やビーズで装

飾された民族衣装をまとめた

一冊です。小物も載っている

ので、ファッション誌を見て

いるような気分になれるかも。

庭を彩らせ

た鉢花を長持

ちさせるために、買い方から

育て方、更にまた咲かせるた

めの管理のコツもわかるオー

ルマイティな実用書です。

名司会者黒柳徹

子さんが、普段

とは逆にゲストとして迎えら

れ、自身の秘密を次々と明か

していく対談集です。



照念寺
『今から知っておきたい
お葬式とお墓45のこと』

他 一般書 39冊

望洋寺
『お寺の教科書』

他 一般書51冊

大賞 『海賊とよばれた男 上・下』

百田 直樹／著 講談社

２位 『64』

横山秀夫/著 文藝春秋

３位 『楽園のカンヴァス』

原田マハ/著 新潮社
※予約が多数入っており、貸出までには

お時間がかかります。ご了承ください。

（・妄想？・瞑想？）を様々めぐらせたなあ…。
そんなことを思い出しながら手にした本は、

『星の王子さまの天文ノート』。こちらも天文
の入門的な内容ですが、より深く宇宙へ迫りた
い方にオススメ。本書の「タイプ別 星へのア
プローチ」なるチャート式診断によると、私は
「一次資源に自ら触れないと気が済まない追求

型」「体内組成は98％が好奇心」とのことで、
国立天文台をおすすめされました。チリ観測
所は今一番行ってみたい場所。さあ、いつ旅
に出ようか！

小さな頃から私は宇宙が大好きでした。

家族でのたまのお出かけに科学センターへ行

くのも当然大好きで、特にプラネタリウムはい

つ行っても楽しいものでした。また、宇宙ステ

ーション「ミール」が苫小牧へやってきた時は、

本当に胸をワクワクさせ見に行ったものです。

最近読んだのは、『星空の楽しい話をしましょ

う。』という本。博物館学芸員であり、長年プラ

ネタリウムの解説などをされている駒井仁南子さ

んが書かれました。私が子どもの頃に心を踊らせ

た星・星座・神話のおはなしや科学的な事象につ

いて、人気のメニューを取り上げ、わかりやすく

優しい語り口で紹介されています。プラネタリウ

ムの満点の星空をイメージしながらゆったりとし

た気分に浸れる、何度も読み返したいお気に入り

の1冊となりました。

さて、ミール展示館オープンが1999年12月、

その翌年2月に宇宙飛行士毛利衛さんの乗るスペ

ースシャトル・エンデバーの打ち上げがあり、

この頃、私史上最大の宇宙ブームが巻き起こった

のでした。宇宙にまつわる様々な本に触れる中で、

かの名作『星の王子さま』を読んだのもこの時期

です。哲学的な世界観に心奪われ、思考・空想

「色彩を持たない多崎つくると、
彼の巡礼の年』 村上春樹(96)

２ 『６４』 横山秀夫 (90)
３ 『海賊とよばれた男』 百田尚樹 (83)
４ 「虚像の道化師」 東野圭吾 (76)
５ 『ソロモンの偽証』 宮部みゆき(75)

『夢幻花』 東野圭吾 (75)

＊ 『禁断の魔術』 東野圭吾 (72)
＊ 『母性」 湊かなえ (60)
＊ 『桜ほうさら』 宮部みゆき (57)
＊ 『ハピネス』 桐野夏生 (55) 

5月19日現在

外出が多いGW中、富士山が世界遺産に
登録される見込みというニュースは数日ぶ
りにテレビに注目するきっかけになりまし
た。諸問題で選考から洩れてしまうことも
ありましたが、いざ登録となると納得され
る方がほとんどなのではないでしょうか。

日本一の名山を扱った本は小説から写真
集まで数多くありますが、富士山に登るこ
と800回以上の著者の作品
『まいにち富士山』(291.51 ﾏ)
では、富士登山の危険・不安を
含めた上でその魅力・醍醐味が
語られています。世界遺産とし
て認められた価値を守るために
も、一利一害を理解して楽しみ
たいですね。

『星空の楽しい話をしましょう。』(440.4/ﾎ)

駒井 仁南子/著 誠文堂新光社

『星の王子さま』(95/ﾎ)

サン・テグジュペリ，アントワーヌ・ド/作

内藤 濯/訳 岩波書店

『星の王子さまの天文ノート』(440/ﾎ)

縣 秀彦/監修 河出書房新社



｢あしたえんそく！｣

武田 美穂／絵・文
理論社 Ｅア

「きょうはすてきな
くらげの日！」

たけだ みほ／作絵
ポプラ社 Ｅキ

「となりのせきの
ますだくん」

たけだ みほ／作絵
ポプラ社 Ｅマ

「すみっこのおばけ」

武田 美穂／作・絵
ポプラ社 Ｅス

「こぶたのぶうぶ
そらをとぶ」

あまん きみこ／さく，
武田 美穂／え
教育画劇 Ｅコ

「スーパー仮面は
つよいのだ」

たけだ みほ／作絵

ポプラ社 Ｅス

となりのせきの
ますだくん
シリーズは

中央図書館では

Ｅマのところ

たけだ みほ

「か・げ」
武田 美穂／絵・文

理論社 Ｅカ

1959年、東京に生まれる。
『となりのせきのますだくん』
（ポプラ社）で絵本にっぽん賞、
講談社出版文化賞絵本賞を
受賞。この『ますだくん』シリー
ズのほか、絵本に『スーパー仮
面はつよいのだ』『すみっこのお
ばけ』などの入賞作品があ り
ます。

『か・げ』（理論社）の奥付より抜粋



会場 おはなしコーナー
定員 ４０名

○おはなしオルゴール○
(第３土曜日)

6月15日・7月20日
午後２時～２時３０分

会場 サンガーデン
定員 ４０名

○かみしばいおじさん○
(第２土曜日)

6月8日・7月13日
午後２時～２時３０分

ストーリーテリング
おはなし会よみきかせ会

会場 ２階講堂

定員 ７０名

バーバパパ、ころわんシリーズなど

のビデオを上映します。

(第２･第４日曜日)
6月 9日・6月23日
7月14日・7月28日

午前10時３０分～11時

上映時間がかわりました！

めいさく じょうえいかい

名作アニメビデオ上映会

「ランドセルは海を越えて」 37ラ
内堀 タケシ／写真・文
ポプラ社

アフガニスタンでわたし
たちのランドセルはもう
一度生き返る-。
内戦が続き、学校の運営
がままならないアフガニ
スタンに、6年間大切に
使ったランドセルを届け
る運動を伝える、感動の
写真絵本。見返しに写真
あり。

会場 おはなしコーナー

定員 ４０名

○苫小牧子どもの本の会○
(第１･第３日曜日)

6月2日・6月16日

7月7日・7月21日

午後３時～３時３０分

○にじのはし○
(第２土曜日)

6月8日・7月13日

午後１１時～１１時３０分
(第４土曜日)

6月22日・７月２７日
午前１１時～１１時３０分
午後 ２時～ ２時３０分

※７/２７(土)は午前のみとなります

かみしばい

紙芝居

「はこちゃん」 Eハ
かんの ゆうこ／文，江頭 路子／絵
講談社

はこちゃんは、「葉子(はこ)」
というなまえのおんなのこ。
がっこうで、陽太(ようた)
くんから「葉(は)っぱの子」
とからかわれ、かなしくな
ったはこちゃんは、だいす
きなこうえんにかけこみま
した。こかげで、しくしく
ないていると、どこかから
こえがきこえてきて…。

ていきてき ぎょうじ

定期的な行事の

赤ちゃんと楽しむはじめての
絵本ひろば（１歳児）

６月２１日（金曜日）１０時３０分から2階講堂で

行います。絵本や紙芝居の読み聞かせ、手遊

びのほか絵本の紹介やこういう時はどういう
本がいいの？といった質問にもお答えします。

あかちゃんと楽しいひと時をお過ごしください。

お申し込みは6月5日（水）～6月11日（火）お電

話または中央図書館カウンターで受け付けい
たします。

みんなおいで～!!
青空こどもとしょかん

７月２７日（土）は年に１度の外での読み聞
かせ！小さいお子さんから参加できます
のでお友だちも誘って来てね！今年もたく
さん楽しいプログラムを用意してみなさん
を待っています!!

７月２７日(土)
１０時３０分～
中央図書館前の庭



★かばん等の持ち込みはできません。手荷
物をロッカーにお預けの上、筆記用具類の
みをお持ちになってお入りください。 

 

★資料室には自習のための席はありません。
自習する方は、２階電子情報サロン隣の
『自習室』をご利用願います。 

『事典日本の地域遺産』 

(709.1/ｼ) 日外アソシエーツ/刊 

こちらの本は２階参考資料室で見ることができます。 

 地域特有の自然・産業・ 
文化からなる有形・無形の 
遺産を集めたデータブック。 
日本国内の地域遺産73種 
4688件からなり、北海道 
からは「札幌景観資産」 
「北海道遺産」が収録され 
ている。 
 また、「近代化産業遺産」 
として「苫小牧市の王子製 
紙㈱工場」「苫小牧市の製 
紙関連遺産」が、「ラムサール条約湿地」とし
て「ウトナイ湖」が紹介されている。 

今回は参考図書の紹介です 

参考図書室・郷土資料室の 
   ご利用に際して 

郷土・参考資料室からのお知らせ郷土・参考資料室からのお知らせ

 北海道を代表する作物のひとつにあげられるじゃ
がいもですが、その品種は多岐にわたります。身近
な品種としては、「男爵薯」「メークイン」が思い
浮かびますが、「インカのめざめ」などの個性的な
品種もよく見かけます。 
 現在、日本で登録されているじゃがいもの品種は、
農林水産省の品種登録ホームページで確認できます。
しかし、品種登録制度以前のものは掲載されていま
せんので、「男爵薯」などの品種名は見受けられま
せん。 
 また、登録が取り消しになり、現在生産されてい
ない品種もたくさんありますので、何種類あります
と、一概には言えません。 
 では実際にどんな種類があるのか、その一部をご
紹介いたします。 
 
＊生産数第一位の「男爵薯」＊ 
 長年慣れ親しんできた品種のひとつです。 
 じゃがいもらしい風味とほくほく感が強く、コ
ロッケやポテトサラダに適しています。 
 男爵薯はアメリカで発見され、日本へは函館の川
田男爵がイギリスから導入、普及させました。この
川田男爵にちなみ「男爵薯」と呼ばれています。 
  
＊でんぷん加工用「コナフブキ」＊ 
 北海道では男爵薯より多く作られている品種で、
主にでんぷん加工用として作られています。他にも
焼酎やスナック菓子の原料として使われることもあ
るようです。 
 吹雪を連想させるほどでんぷん収量が多いため、
この名前がつけられました。 
 
＊ポテトチップスに最適「トヨシロ」＊ 
 豊産で、ポテトチップスやフレンチフライなどの
加工製品の色が白に近くなることから、「トヨシ
ロ」と命名されました。 
 糖含有量が少ないため、油加工用に適しており、
現在も主要なポテトチップス用品種として生産され
ています。 
 
＊カラフルポテト「キタムラサキ」＊ 
 名前の通り紫色をした品種で、皮も中身も紫です。
油で揚げると紫色が鮮明に残るため、スナック原料
として使用されるほか、市場販売向けにも生産され
ており、彩りある料理に利用できます。 

レファレンス事例集－こんな質問ありました－ 

 第25回 「じゃがいも」 

Ｑ．じゃがいもの品種にはどんなものが 
  ありますか？ 

 今回はたった4種類しかご紹介できませんでした
が、じゃがいもにはその用途によって、様々な種類
があります。興味を持たれた方はご自分で調べてみ
ると面白いかもしれません。その種類の多さにきっ
と驚かれることでしょう。     (司書：工藤) 
 
＊今回使用した資料＊ 
「食材図典」(498.5/ｼ) 小学館/刊 
「地域食材大百科」(498.5/ﾁ) 

 農山漁村文化協会/刊 
「ジャガイモ事典」(616.8/ｼ) いも類振興会/刊 



                            

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
生
み
の
親
、
港
を
視
察 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
昨
年
十
二
月
に
誕
生

し
た
安
倍
晋
三
内
閣
の
経
済
政
策
の
呼
称
で

す
。
こ
の
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
と
掛
け
合
わ
せ
た

造
語
は
連
日
新
聞
等
報
道
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ

せ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
続
く
と
今
年
の
流

行
語
大
賞
は
間
違
い
な
し
で
す
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
は
賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、
良
く
も

悪
く
も
今
最
も
注
目
の
人
物
の
ひ
と
り
が
安

倍
晋
三
総
理
大
臣
で
す
。
彼
が
三
歳
の
誕
生

日
の
翌
々
日
、
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）

九
月
二
十
三
日
に
祖
父
と
父
が
二
人
揃
っ
て

苫
小
牧
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。 

祖
父
は
岸
信
介
総
理
大
臣
、
父
は
安
倍
晋

太
郎
総
理
大
臣
秘
書
官
、
用
務
は
苫
小
牧
に

築
設
中
の
日
本
初
の
掘
込
港
の
視
察
で
し
た
。 

掲
載
の
二
枚
の
写
真
は
そ
の
と
き
の
も

の
で
、
上
は
前
列
左
に
岸
信
介
、
隣
は
篠
田

弘
作
衆
議
院
議
員
、
岸
の
後
ろ
に
は
西
田
信

一
参
議
院
議
員
が
立
っ
て
い
ま
す
。
最
後
列

で
頭
一
つ
出
て
い
る
の
が
安
倍
晋
太
郎
で
す
。

下
の
写
真
は
左
か
ら
二
人
目
の
岸
と
右
端
の

安
倍
が
確
認
で
き
ま
す
。
郷
土
資
料
の
中
か

ら
こ
の
よ
う
な
写
真
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
と
言
え
ま
す
。 

Ａ
級
戦
争
犯
罪
容
疑
者
か
ら
首
相
へ 

国
民
的
漫
画
、
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
に
た
と

え
る
な
ら
、
波
平
が
岸
信
介
、
サ
ザ
エ
が
岸

の
長
女
・
洋
子
、
そ
の
旦
那
マ
ス
オ
が
晋
太

郎
、
そ
し
て
晋
三
は
愛
息
タ
ラ
ち
ゃ
ん
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

父
・
安
倍
晋
太
郎
は
大
正
十
三
年
（
一
九

二
四
）
生
ま
れ
、
視
察
時
は
三
十
三
歳
で
翌

年
に
衆
議
院
議
員
に
な
り
ま
す
。 

祖
父
・
岸
信
介
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八

九
六
）
に
生
ま
れ
、
開
戦
時
の
東
条
英
機
内

閣
で
商
工
大
臣
を
務
め
ま
す
。
敗
戦
後
、
昭

和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
に
Ａ
級
戦
争

犯
罪
容
疑
者
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最

高
司
令
官
総
司
令
部
）
に
逮
捕
さ
れ
ま
す
。

横
浜
刑
務
所
を
振
り
出
し
に
巣
鴨
拘
置
所
へ

と
三
年
三
ヶ
月
勾
留
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
）
十
二
月
、
東
条
英
機
以
下
七

人
が
絞
首
刑
に
な
っ
た
翌
日
の
二
十
四
日
に

釈
放
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ま
ま
実
弟
の
佐
藤
栄

作
（
当
時
吉
田
内
閣
の
官
房
長
官
、
後
に
総

理
大
臣
と
な
り
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
）

を
訪
ね
ま
す
が
、
そ
の
異
様
な
風
体
（
戦
闘

帽
に
兵
隊
服
、
編
上
げ
の
ド
タ
靴
）
の
た
め

に
守
衛
に
怪
し
ま
れ
、
す
ぐ
に
は
公
邸
へ
入

れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
秀
逸
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
風
貌
は
映
画
「
仁
義
な

き
戦
い
」
の
復
員
兵
役
の
菅
原
文
太
を
想
起

さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
岸
は
暴
力
団
組
長
で

は
な
く
、
十
年
も
経
ず
に
首
相
と
な
り
、
就

任
の
年
に
苫
小
牧
港
を
視
察
し
ま
す
。 

苫
小
牧
工
業
港
促
進
期
成
会 

 

岸
の
視
察
に
於
い
て
は
苫
小
牧
市
を
挙
げ

て
歓
迎
の
意
を
表
す
る
た
め
の
動
員
ち
ら
し

（
当
館
に
保
存
）
が
配
ら
れ
ま
す
。
ち
ら
し

は
苫
小
牧
市
長
、
田
中
正
太
郎
と
苫
小
牧
工

業
港
促
進
期
成
会
長
、
岩
倉
巻
次
（
現
市
長

の
祖
父
）
の
連
名
で
「
歓
迎
、
各
位
、・
・
・

岸
総
理
大
臣
一
行
の
歓
迎
大
会
を
開
き
、
工

業
港
の
築
設
に
対
す
る
地
元
民
の
大
い
な
る

熱
意
を
披
瀝
し
て
早
期
完
成
を
お
願
い
い
た

し
た
い
・
・
・
」
と
市
役
所
前
広
場
で
の
参

集
を
呼
び
か
け
、
臨
時
無
料
バ
ス
も
運
行
す

る
熱
の
入
れ
よ
う
で
し
た
。 

 

苫
小
牧
工
業
港
促
進
期
成
会
は
昭
和
二
十

四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
に
正
式
に
発
足

し
た
「
苫
小
牧
港
築
設
期
成
同
盟
会
」
が
前

身
で
す
。
国
費
獲
得
か
ら
開
港
に
至
る
ま
で

に
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
中
敬
称
略
） 
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わ
た
し
の
安
倍
晋
太
郎 

安
倍
洋
子 

苫
小
牧
市
史 

下 

 

開港 50 周年＋6 年前 

－苫小牧港を視察した要人たち－ 

ふるさとの一片(58) 

～郷土資料コーナーで見つけた～  

昭和32年9月苫小牧港を視察する岸信介首相（前列左）と安倍晋太郎秘書官（矢印） 

昭和32年9月岸首相（左）と安倍秘書官（右） 



日　　時　６月２１日（金）１０時３０分～１１時３０分
会　　場　中央図書館　２階　講堂
対　　象　１歳児とその保護者
内　　容　赤ちゃんと絵本の出会いを目的とし、絵本の紹介、
　　　　　読み聞かせの方法、読書相談などを行います。
定　　員　１５組（キャンセル待ち３組）　参加無料
申込方法　６月５日（水）～６月１１日（火）９時３０分から
　　　　　開館時間内、中央図書館カウンターまたは
　　　　　電話（３５－０５１１）で受付します。
　　　　　定員を超えた場合は、６月１２日（水）に抽選。
　　　　　申込者全員に６月１２日（水）に電話連絡いたします。

日　　時　８月３日（土）１回目　１０時３０分～
　　　　　　　　　　　　２回目　１４時３０分～
会　　場　中央図書館　２階　講堂
対　　象　小学生から大人まで
上映作品　『つるにのって』『太陽をなくした日』（計４７分）
　　　　　※　午前・午後ともに同じ作品を上映
定　　員　７０人（参加無料、直接会場へお越しください）

※黒塗り白字になっている日は休館日です
　丸印がついている日は午前９時３０分～午後５時開館
　印が付いていない日は午前９時３０分～午後７時開館

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 16 17 18 19 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30 31 26 27 28 29 30 31

　６月２９日～７月２４日　大人の怪談

　★　エントランス

　～６月２７日　樽前山の魅力

　★　閲覧室入口

　６月　１日～６月２７日　エコとごみ処理のお話

　６月２９日～７月２４日　世界の博物館・美術館

行事のお知らせ

　６月　１日～６月２７日　てがみのおはなし

※　行事・催し・展示については、変更・中止になる場合がございます。

８月

※　休館日の展示の公開はありません。　　　　　　　　　　　　　　　

２０１３年６月 ７月

赤ちゃんと楽しむはじめての絵本ひろば

平和祈念旬間ビデオ上映会

　６月２９日～７月２４日　新美南吉生誕１００年

　★　児童コーナー

寄付・寄贈ありがとうございました。（平成２５年３月２１日～５月２０日）
個人　１５６件　１８２５冊　　団体　１０３件　２５６冊

展
示
コ
ー
ナ
ー

今
後
の
予
定

　★　一般書コーナー（検索機横）

　６月　１日～６月２７日　ダイエットとスポーツの本
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